
Kyoto-ASEAN Virtual Fields グッドプラクティス

●活用事例

大学院講義において、フィールドワークを体験してもらったり、漁撈と
いう生業活動の技術を理解してもらうために、「VRで観る冬の有明海」
を活用しました。
https://youtu.be/L9BAovUzk3Q

●活用にあたっての工夫・課題及び今後の展望など

事前に有明海の漁撈に関する論文を紹介し、また漁撈に関する史
資料を見せて、関心を持たせてから、VRゴーグルを装着してもらい、
Virtual Fieldsを体験してもらいました。
今後も、現場体験の代替として、授業で活用していく予定です。

● 学生等からの声・反響、自身や学生による映像制作等の経験談等

漁撈の現場や、現地の環境を体験できるものとして評判が良かった
です。また、この授業に向けてティーチング・アシスタントをしていた学
生が、自分の調査に取り入れられないかと、全方位カメラを持っていく
ようになりました。

活用実績

【大学院アジア・アフリカ地域研究研究科】担当教員：古澤拓郎 職位：教授

【授業名等】自然生態論Ⅱ 【受講者/数】アジア・アフリカ研、理学など 9名

授業でVRゴーグルを装着してVirtual Fieldsを体
験する学生達

使用したVirtual Fields作品

https://youtu.be/L9BAovUzk3Q

